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ワークショップの進め方（案） 

１．検討方法について 

検討方法として、以下の２つのタイプが考えられます。 

①各グループが全てのテーマを検討する『総当たり方式』 

②各グループが１～２つのテーマを検討する『テーマ選択方式』 

各方式のメリット、デメリットは次の通りです。 

 総当たり方式 テーマ選択方式 

検討方法 

自治基本条例の内容を各グループが

それぞれ検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治基本条例の内容をいくつかのテ

ーマに分割し、１グループが１～２テ

ーマを検討します。 

メリット 

条例の全ての内容について、一通り検

討することができる。 

条例のあるテーマについて、深く検討

することができる。 

効率良く検討出来る。 

デメリッ

ト 

広く浅く検討することになり、内容が

深まらない可能性がある。 

また、検討時間が不足する可能性があ

る。 

一部分しか検討しないため、自分の興

味に合ったテーマを選択できない場

合、不満が残る可能性がある。 

 

事務局では、これらの 2つの方法のデメリットを相殺するよう、２方式をミックスさせ

た方式でこのワークショップを進めることを提案します。 

 前半 後半 

検討方式 

【テーマ選択方式】 

●グループ毎に異なったテーマを検

討 

●後半に向けて条文案や、提言の再

の論点を整理し、提言書のたたき

台を作成 

【総当たり方式】 

●前半で検討したテーマを素案形式

に整え、全てのグループで条文案

や、論点を検討 

●提言書を作成 
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２．スケジュール（案） 

前ページの事務局提案を踏まえ、4月までの日程を３つのステップに分けたスケジュー

ル案を提案します。 

 

 日程（案） 
会場

（案） 
検討内容（案） 起草委員会 

第１回 

10/3 

（日） 久喜 

【STEP1：自治基本条例とは】 

●講演 

●スケジュール 

― 

第 2回 

11/28 

(日) 久喜 
●自治の理念 

●条例の位置付け 
― 

第 3回 

12/19 

（日） 未定 

【STEP２：条文検討】 

●≪テーマ選択方式≫にて、条文（内

容）を検討 その１ 

― 

第 4回 
1/16 

（日） 
未定 

●≪テーマ選択方式≫にて、条文（内

容）を検討 その２ 

起草委員 

募集案内 

第 5回 
2/6 

（日） 
未定 

●≪テーマ選択方式≫にて、条文（内

容）を検討 その３ 

●提言書のたたき台作成 

起草委員 

選出 

委員会開催 

第 6回 
2/27 

（日） 
未定 

【STEP３：提言書とりまとめ】 

●≪総当たり方式≫にて、提言書内

容を検討 その１ 

 

第 7回 
3/20 

（日） 
未定 

●≪総当たり方式≫にて、提言書内

容を検討 その２ 

 

第 8 回 

調整 

事項 

4/10 

（日） 
未定 

●≪総当たり方式≫にて、提言書内

容を検討 その３ 

●提言書完成 

 

 

検討事項 

①開催日は土日で良いか。 

②開催のタイミングは概ね３週間に一度で良いか。 

③どこで開催するか。 

 

 

 

 

終了 

本日 

 

日
程
は
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３．テーマ（案） 

 テーマ 主な検討内容  

１ 参加・協働 

○市民の役割 

市民とはどの様な人たちを指すのか（年齢、在住者、在勤者、企業等） 

住民と市民の範囲の設定 

○市民の役割 

久喜市の自治を考える上で、市民はどの様な役割を果たすべきか。 

○参加の保障、仕組み 

市民の市政やまちづくりへの参加について、どの様な取り決めや仕組み

があると良いか。 

○協働の原則、仕組み 

協働をどの様に定義するか。 

具体的な仕組みや環境の整備をどのように定義するか。 

主
に
住
民
自
治
に
つ
い
て
検
討 

２ 
地 域 コ ミ

ュニティ 

○コミュニティの役割 

地域コミュニティや、コミュニティの役割をどの様に定義するか。 

○行政区の役割 

行政区や、行政区の役割を自治の視点からどの様に定義するか。 

○コミュニティ活動に対する支援 

地域コミュニティの活動に対して、どの様な支援を行うか。 

３ 行政 

○市長の責務 

どの様な事柄に配慮しつつ市政運営を行ってもらいたいか。 

○市による情報公開、情報発信 

自治を進める上で、情報の公開や発信をどの様に行うべきか。 

○財政 

行政はどのような財政運営を行うべきか。 

○行政評価 

市の計画や事業に対する評価をどの様に行っていくか。 

主
に
団
体
自
治
に
つ
い
て
検
討 ４ 議会 

○議会・議員の定義 

市議会や市議会議員を自治の視点からどの様に定義するか。 

○議会・議員の責務 

市議会や市議会議員は、自治の視点からどの様な役割を果たすべきか。 

どのような議会運営をしていってもらいたいか。 

５ 

条 例 の 実

効 性 担

保・運用・

住民投票 

○実効性の担保・運用 

条例が役割を十分に果たしているかをどの様に検証するか。 

市政が条例にそって行われているかをどの様に検証するか。 

○住民投票 

住民投票をどのように位置づけるか。 

条
例
の
実
現
性
等 

 

 

 

 


